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００..１１  提提案案資資産産のの意意義義  

教育は人類がなし得る最も創造的で誠実かつ崇高な行為であり，教育による文化水

準の向上と共生への理解は人類の将来を左右する重要課題である。「ユネスコ憲章」前

文では，「文化の広い普及と正義・自由・平和のための人類の教育とは，人間の尊厳に

欠くことのできないものであり，かつ，すべての国民が相互の援助及び相互の関心の

精神を持って，果たさなければならない神聖な義務である」と教育の意義とそれを実

践すべき義務が高らかに謳
うた

われている。 

「近世日本の教育遺産群」は，こうした教育の普遍的かつ国際的な意義を踏まえた

提案である。提案資産は，我が国の16 世紀末から 19 世紀中頃にかけて発展を遂げ，世

界教育史上でも特徴のある教育活動を担った全国の学校の中からこれを代表するに足

る４つの学校，すなわち足利学校,閑谷学校,咸宜園,弘道館とそれに関連する庭園や町

並みを選定したものである。 

近世日本の教育は,漢字文化圏に共通する儒学を基調とし,2 世紀半に及ぶ平和の中

で独自の発展を遂げた。政治や経済を文字・文書が支える文書社会の発展と相まって，
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たのである。単に教育の実践や普及に留まらず，「教育システム」とも言うべき広範に

して持続的な教育活動の発展がこの時期の日本にみられたことは,同時代の世界に例

を見ない注目すべき事象であった。すでに中世に創立されていた足利学校は,儒学に基

づく学校の原型を近世に伝える意味を持ち,その影響を受けて設立された郷校・閑谷学
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物証である。 

すなわち本提案は，１）前近代社会にも関わらず，身分を超えて学習を保証しようと

した着想と意志の実践の場として，教育の普遍的重要性を現代に伝えると同時に，２）

学ぶ側の立場にたつ「主体的・自発的」な学習を尊重する学習権的思想を原理的に内包
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あらゆる人の主体的な学びを保障するという普遍的な課題を達成しようとする 21世紀

の人類が国境を越えて共有継承すべき遺産であると言える。 

 

００..２２  教教育育遺遺産産をを世世界界遺遺産産にに登登録録すするる意意義義とと定定義義  
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側の立場にたつ「主体的」「自発的」な学習こそが教育における十分な意味や効果につ

ながるとする哲理である。こうした理念や原理は，近世の身分制社会において個別に

は葛藤や限界を持ちながらも，全体としては，あらゆる教育領域や学習段階に対応し

た近世日本の「学校」で実現された。日本の近世におけるこの教育の存在は，現代日本

における「すべての」人の個性を活かす教育的開発の理想にとっての文化的伝統とな

っているだけでなく，世界視野から見ても独自性と同時に普遍性を有すると言える。

文化の多様性と相互理解が求められ，教育という重要な営為への社会的要請が高まる

今日，本提案は世界各国のこれからの教育の構想を考える際の一つの指針となる。 

世界文化遺産に登録される対象は，有形の資産でなければならない。しかし，有形の

資産に歴史や文化に関する無形的価値が伴うのもまた当然であり，これまで登録され

た文化遺産のなかには，有形的価値だけでなく無形的価値が高く評価された事例もみ

られる。例えば，原爆ドームが基準(ⅵ)によって登録されたことは良く知られている

が，基準(ⅵ)は「顕著で普遍的な意義を有する出来事，現存する伝統，思想，信仰また

は芸術的，文学的作品と直接にまたは明白に関連すること」が評価基準となっており，

特に信仰に関する遺産への適用例が多い。 

教育は人類にとって普遍的な無形的価値を有する。本申請は，その無形的価値が実

践された場として今日まで保存継承されてきた有形の資産を「教育遺産」として提案

する。教育遺産は，以下の２項を共に満たす遺産であると定義する。 

 

 

 

 

 

 

世界文化遺産の登録基準に関して，申請準備に関わる専門家は，基準（vi）の規定と

これまでの適用例を慎重に議論・検討した結果，教育という人類の営為は，これまでの

世界遺産登録事例にみられない新たな類型の創出につながる広くかつ普遍的な観念を

備え，本申請は，そうした世界遺産の未来を切り開く可能性を秘めていると確信する

に到った。文化遺産の価値評価基準に則って判断する本申請遺産の傑出した普遍的価

値は，基準（iii）に適合することをここに言明する。 

  

  

  

  

  

  

  

１１））教教育育にに本本質質的的にに関関わわるる「「場場」」，，おおよよびびそそれれとと不不可可分分のの環環境境がが有有形形的的価価値値をを

保保ちち，，そそのの教教育育的的価価値値にによよっってて構構成成資資産産ととししてて位位置置づづけけらられれるるこことと。。  

２２））構構成成資資産産でで展展開開さされれたた教教育育がが文文化化とと学学術術のの歴歴史史，，精精神神史史，，教教育育史史ににおおいい

てて，，普普遍遍的的なな文文化化的的価価値値をを有有すするるこことと。。  
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的価値，あるいは立地する都市の文化的，空間的価値によって世界遺産に登録された

が，そこで展開された教育活動の意義，教育の場としての意味は世界遺産としての評

価で重視されたわけではない。 

これは，訓練や 躾
しつけ

をも含む多様な「教育」が古来行われてきたものの，個々人に向

けられた教育の成果が，いわば人間そのものであり，成し遂げられた人間形成は確か

に重要な事績であるが，その陰に隠されるかのように，その成果を作り上げた「場」へ

の意識が相対的に希薄であったためである。偉人の生家などと異なり，人々が学んだ

場所は特定の歴史的意味や文化事象と強く関連することが少なく，たとえそうであっ

ても，有形と無形の両域に広がる性質を帯びることから，世界文化遺産として明確か

つ適正な価値評価を受けなかったのである。 

一方で，世界遺産条約の成立後，多くの記念的建築物が世界遺産に登録されてきた

が，その過程で生じた偏りを是正するため，世界遺産委員会は「グローバルストラテジ

ー」を採択して（1994 年），登録遺産分布の是正，新たな遺産類型の開拓を進めた。こ

れにより，文化的景観や産業遺産など世界遺産概念は多様化し，複雑にして多様な人

間の文化を示す遺産が認定されたことは良く知られている。 

一応の成果を得た「グローバルストラテジー」の採択から 25 年を経て，新しい類型

や概念の拡張が落ち着きをみた現在，世界遺産制度の充実を図る上からも，人間の営

為と世界遺産の普遍性について新たな視点から再び考察を深める必要があると考える。

文化事象の多様性や複合性の陰で，教育は，意識の根底に定置され，「日常の一部であ

り，欠くべからざる活動」として連綿と営まれてきた。本提案は，教育が人間の知的・

文化的活動の根幹をなした点を改めて評価し，世界文化遺産に「教育遺産」という新し

い類型を開く試みである。 

教育に関わる場所や建築物が世界遺産の構成資産となった少数例では，後章で詳し

く述べるように，文化遺産としてのその評価が，そこで展開実施された教育活動を基

盤とするものではなかった。しかし，第 43 回世界遺産委員会では，この流れを変える

登録がなされた。韓国の「書院－韓国の性理学教育機関群－」である。この文化遺産は，

そこで行われた学問を遺産価値評価の一部に加えた点で，新たな遺産類型の創出に近

づく最新事例であると言える。韓国による申請に対して，世界遺産委員会では以下の

ような価値言明がなされた。「現在まで教育と社会的慣習形態で続いている韓国の性理

学に関連した文化的伝統の証拠であり，性理学概念が韓国の環境に合わせて変化する

歴史的過程を見せるという点でこの遺産には卓越した普遍的価値が認められる。」この

価値評価に未だ「教育」の文字は見られないものの，アジアからなされたこの申請と登

録実現は，世界遺産に新たな類型を開く可能性を持つと言える。本提案は，こうした新

しい遺産概念の形成の動向を踏まえ，「教育遺産」としてそれを発展させるものである。 

 

２世紀半に及ぶ「平和」社会の中で育まれた近世日本の教育は，近代思想の誕生発展

に先駆けて今日なお有効な教育理念を基盤とし，近代以降の学校教育とは異なる原理

によって発展を遂げた。その理念とは，特定の社会・経済階層に限定しない教育の場を

整備し，社会として支援継続しようとする社会的意志であり，またその原理とは，学ぶ
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価値評価に未だ「教育」の文字は見られないものの，アジアからなされたこの申請と登

録実現は，世界遺産に新たな類型を開く可能性を持つと言える。本提案は，こうした新

しい遺産概念の形成の動向を踏まえ，「教育遺産」としてそれを発展させるものである。 

 

２世紀半に及ぶ「平和」社会の中で育まれた近世日本の教育は，近代思想の誕生発展

に先駆けて今日なお有効な教育理念を基盤とし，近代以降の学校教育とは異なる原理

によって発展を遂げた。その理念とは，特定の社会・経済階層に限定しない教育の場を

整備し，社会として支援継続しようとする社会的意志であり，またその原理とは，学ぶ


